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問1 戦国時代の社会において、大名の本拠地として栄えた都市の事例として、越前（福井県）の朝倉氏が築き、家臣の屋敷や商人の住まいが計画的
に配置されていたことで知られる場所はどこですか。 （2016年 千葉県公立入試 類似）

1. 一乗谷 2. 石山 3. 堺 4. 博多

問2 1543年に種子島へ伝来した鉄砲が、戦国時代の日本において急速に普及し、合戦のあり方を大きく変えた主な要因として正しいものはどれです
か。 （2020年 群馬県公立入試 類似）

1. 堺や国友などの都市の職人が高い
技術を用いて、鉄砲の国内生産を可
能にしたため

2. キリスト教の布教を許可した大名
に対してのみ、スペインが鉄砲を贈
呈したため

3. ポルトガル人から輸入するのみで
、国内の需要をすべてまかなうこと
ができたため

4. 室町幕府が鉄砲の製造を独占し、
全国の大名に無償で配布したため

問3 室町時代から戦国時代にかけて、家臣が主君に打ち勝って実力を伸ばすなどの風潮が広がりました。このような下剋上の風潮の中で、戦国大名
が家臣の行動を取りしまり、領国を独自に支配するために定めた法律を何といいますか。 （2026年 岩手県公立入試 類似）

1. 分国法 2. 御成敗式目 3. 公家諸法度 4. 武家諸法度

問4 戦国大名が領国内の統制を図るために定めた「分国法」の性質について説明したものとして、正しいものはどれですか。 （2024年 東京都公立入試 類似）

1. 源頼朝が全国の守護や地頭に対し
て、公家との紛争を公平に裁くため
に制定したものであった。

2. 日本で最初の本格的な法律であり
、天皇を中心とした律令国家の仕組
みを定めたものであった。

3. 豊臣秀吉が全国を統一した後、農
民から武器を取り上げるために発令
したものであった。

4. 大名が自分の領国内にのみ適用し
た独自の法律であり、地域の実情に
応じた内容であった。

問5 戦国大名が定めた法律の内容に多く見られる、「家臣同士が私的な争いを起こした場合、その理由の正当性を問わず、双方とも処罰する」とい
う原則を何と呼びますか。 （2020年 佐賀県公立入試 類似）

1. 連座（縁座） 2. 喧嘩両成敗 3. 目目安箱 4. 奉公と恩賞

問6 ルターが始めた宗教改革において、彼はキリスト教徒が信仰の根拠として最も重視すべきものは何であると主張しましたか。 （2018年 福島県公立入試

類似）

1. 教会が定めた儀式 2. 聖書 3. ローマ教皇の命令 4. 免罪符（贖宥状）

問7 平安時代中期から安土桃山時代にかけて、武士が政治の主導権を握っていく過程で起きた次の4つの出来事を、発生した時期の古い順に並べたも
のとして正しい説明を選びなさい。 1. 平将門が関東で反乱を起こし、「新皇」と称した。 2.
平清盛が武士として初めて最高官職である太政大臣に就任した。 3. 北条泰時が、御家人の裁判の基準を明確にするため御成敗式目を制定した。
4. 織田信長が、室町幕府の将軍であった足利義昭を京都から追放した。 （2015年 岡山県公立入試 類似）

1. 「平将門の乱」→「平清盛の太政
大臣就任」→「織田信長による足利
義昭の追放」→「御成敗式目の制定
」

2. 「平清盛の太政大臣就任」→「平
将門の乱」→「御成敗式目の制定」
→「織田信長による足利義昭の追放
」

3. 「平将門の乱」→「平清盛の太政
大臣就任」→「御成敗式目の制定」
→「織田信長による足利義昭の追放
」

4. 「平将門の乱」→「御成敗式目の
制定」→「平清盛の太政大臣就任」
→「織田信長による足利義昭の追放
」

問8 16世紀後半、甲斐や信濃の一部では「甲州ます」と呼ばれる独自の枡が使用されていました。中央の京で使われていた標準的な枡と容量が異な
る「甲州ます」のような度量衡が地域ごとに存在していたことは、当時の政治体制についてどのようなことを示唆していますか。 （2020年

愛知県公立入試 類似）

1. 足利義昭が強力な権力によって全
国の度量衡を統一し、各地域の経済
活動を完全に管理していたこと

2. 農業技術が未熟であったため、収
穫量を正確に測るための全国一律の
基準を作る必要性がなかったこと

3. 海外貿易を円滑に進めるため、輸
出入の拠点ごとに異なる計測単位を
用いることが幕府より推奨されてい
たこと

4. 天皇を中心とした中央集権的な政
治体制が、全国的な経済基準を統一
するまでには至っていなかったこと

問9 1549年にフランシスコ・ザビエルが鹿児島に上陸して日本に伝えたキリスト教について、その宗派と布教を担った組織の組み合わせとして正し
いものはどれですか。 （2017年 徳島県公立入試 類似）

1. プロテスタント ―
清教徒（ピューリタン）

2. プロテスタント ― イエズス会 3. カトリック ― イエズス会 4. カトリック ― 十字軍

問10 戦国大名が定めた独自の法律の中には、「喧嘩（けんか）両成敗」のように、家臣同士の私的な争いを厳しく禁じる規定が多く見られます。こ
のような厳しい法を大名が制定した背景として、最も適切な説明はどれですか。 （2021年 岡山県公立入試 類似）

1. 家臣同士の私的な紛争を抑え、領
国内の団結と大名による統治権を強
めるため

2. 天皇から授けられた裁判権を行使
して、公家社会の秩序を維持するた
め

3. 家臣たちの実力を認め、それぞれ
の領地での自由な行動を促すため

4. 室町幕府が定めた全国一律の裁判
基準を、各地の家臣に徹底させるた
め

問11 戦国時代において、武田氏や今川氏などの戦国大名が、自らの領国内を統治し、家臣や民衆を直接支配するために独自に制定した法律を何とい
うか。 （2021年 京都府公立入試 類似）

1. 分国法 2. 公家諸法度 3. 武家諸法度 4. 御成敗式目

問12 16世紀のヨーロッパでは、既存の教会のあり方を批判する動きから宗教改革が起こり、新教とも呼ばれるプロテスタントが誕生しました。この
宗教的な対立が、当時のポルトガルやスペインといったカトリック諸国の海外進出にどのような影響を与えたか、最も適切な説明を選びなさい
。 （2021年 愛知県公立入試 類似）

1. プロテスタントの勢力拡大に直面
したカトリック側が、失った勢力を
回復するために海外での布教活動を
強化した。

2. 宗教改革によってキリスト教の権
威が失墜したため、ヨーロッパ諸国
は布教を目的とした海外進出を完全
に停止した。

3. カトリックとプロテスタントの両
勢力が協力体制を築き、イスラム教
圏を回避するための新しい航路を開
拓した。

4. プロテスタント諸国が海外進出を
独占したため、カトリック諸国は布
教よりも国内の防衛を優先させた。

問13 室町時代後期、応仁の乱をきっかけに幕府の権威が衰えると、実力で領地を拡大する戦国大名が登場しました。彼らが自らの領国内の武士や民
衆を統治し、秩序を維持するために独自に定めた法を何といいますか。 （2023年 栃木県公立入試 類似）

1. 公事方御定書 2. 武家諸法度 3. 御成敗式目 4. 分国法


